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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は掘込港湾の特性を明らかにし, さらに港湾機能とこれに影響を与える諸条件を定量的に解明す
ることによって, 掘込港湾の計画に関する新しい方法論を展開し, これを実際の港湾計画に適用して, 例
証し得た結果をとりまとめたものであって, 本文 8 葦付録2 によって構成される｡
第 1章は序論として据込港湾の特徴を述べ, その概念を明らかにしている｡ 掘込港湾の施設と自然およ
び経済 ･社会条件との問に複雑な相互関連があるが, これを一貫した目的意識のもとで系統的に究明する
ことによって合目的な計画の方法論を展開することができると述べ, 本研究の立場を明らかにした｡
第2章は掘込港湾の諸問題点をあげ, 今日みるような発展を遂げるに至ったのは, 港湾建設 技術 の発
展, 地域開発政策の変遷, および積極的な行政措置などであると分析した｡
第3章では既往の掘込港湾および埋立港湾の立地点における自然および経済 ･社会条件から両港湾の存








る船舶性能を停止距離 ･船体沈下 ･舵効き ･旋回性などの面から研究し, さらに巨大船の操船の港湾施設





設費との関係, また防波提の形状などと施工の難易, 海岸欠壊との関係をつとめて定量的に明 らか に し
た｡ そして, これらを総合的に検討したあと, 外港航路および防波提の構成要素ごとにその計画手法を具
体的に提案した｡
第6章は水域施設の機能を論じ, 新しい二つの計画手法を提案した｡ 一つは最大港湾用地指標の概念を
設定することによって, 工業用地 ･発生貨物量 t水際線の関連性を明確にし, これに基づいて水域施設規





付録の第1では, 最近におけるわが国の堀込港湾の計画事例11港を紹介している｡ 第2は, 判別関数法
の導入によって臨海工業の立地の限界を分析したあと, 計量モデルと地域産業連関表の組合わせ によ っ
て, 堀込港湾の投資効果を算定する方法を提示したものである｡
























2. 最大港湾用地指標の概念を入れて内港の水路と用地, さらに産業立地との関係を明確に した こと
は, 港湾計画と産業立地計画との斉合性を高めさせることになった｡




のであるO 実証はパ- シャルテス トにとどまっているが, 開発の遅れた地域の公共投資の妥当性を評価す
る手法として注目すべきものである｡
以上要するにこの論文は堀込港湾に関する基礎的な諸問題の理論的な解明を行ない, これを基に, 計画
に関する新たな手法を提示し, これの適用性を確かめたものであるが, その応用範囲は堀込港湾にとどま
らず一般港湾の計画論にもおよぶものであり, 工学上, 実際上寄与するところが少なくない｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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